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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業標準

作成機関である一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産業規格を改正すべ

きとの申出があり，経済産業大臣が改正した日本産業規格である。これによって，JIS K 6219-3:2006 は

改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実用新案権に関わる確認に

ついて，責任はもたない。 

JIS K 6219 規格群（ゴム用カーボンブラック－造粒粒子の特性）は，次に示す部で構成する。 

JIS K 6219-1 第 1 部：微粉量の求め方 

JIS K 6219-2 第 2 部：かさ密度の求め方 

JIS K 6219-3 第 3 部：造粒粒子の硬さの求め方 

JIS K 6219-4 第 4 部：造粒粒子の大きさの分布の求め方 
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日本産業規格（案）       JIS 
 K 6219-3：0000 
 

ゴム用カーボンブラック－造粒粒子の特性－ 
第 3 部：造粒粒子の硬さの求め方 

Carbon black for rubber industry-Characteristics of pelletized carbon 
black-Part 3: Determination of individual pellet crushing strength 

 
序文 

この規格は，2010 年に第 1 版として発行された ISO 8942 を基に，技術的内容を変更して作成した日本

産業規格である。 

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。

技術的差異の一覧表にその説明を付けて，附属書 JA に示す。 

1 適用範囲 

この規格は，ゴム工業で原材料の配合剤として用いられるゴム用カーボンブラック（以下，カーボンブ

ラックという。）の造粒粒子の特性のうち，造粒粒子の硬さの求め方について規定する。この試験は，造粒

カーボンブラックの個々の造粒粒子の破壊力を測定するものである。次の 2 種類の試験方法のいずれかに

よる。 

－ A 法（造粒粒子の径 1.0 mm のものを用いる場合） 

－ B 法（造粒粒子の径 1.4 mm 以上 1.7 mm 未満のものを用いる場合） 

警告 この規格の利用者は，通常の実験室での作業に精通していることを前提とする。この規格は，そ

の使用に関して起こる全ての安全上の問題を取り扱おうとするものではない。この規格の利用者

は，各自の責任において安全及び健康に対する適切な措置をとらなければならない。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 
ISO 8942:2010，Rubber compounding ingredients－Carbon black－Determination of individual pellet 

crushing strength（MOD） 

なお，対応の程度を表す記号“MOD”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“修正している”こと 

を示す。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格のうち，西暦年を付記してあるものは，記載の年の版を適用し，その

後の改正版（追補を含む。）は適用しない。西暦年の付記がない引用規格は，その最新版（追補を含む。）

を適用する。 
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JIS K 6200 ゴム－用語 

JIS K 6216-1 ゴム用カーボンブラック－共通事項－第 1 部：試料採取方法 
JIS Z 8401 数値の丸め方 

ISO 565:1990，Test sieves－Metal wire cloth, perforated metal plate and electroformed sheet－Nominal sizes 
of openings 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，JIS K 6200 による。 

注記 B 法（造粒粒子の径 1.4 mm～1.7 mm のものを用いる場合）は ASTM D5230 を参考に規定してい

る。 

4 試験方法の原理 

造粒されたカーボンブラックの試料を，規定のふるいで一定の大きさの造粒粒子にふるい分ける。ふる

い分けた個々の造粒粒子に力を加え，破壊したときの力を測定する。 

5 器具及び装置 

5.1 硬さ測定装置 硬さ測定装置は，次による。 

5.1.1 手動硬さ測定装置 

a) 水平に保たれた 2 枚の平行板（加圧板及び底板）をもつもの。測定中に造粒粒子の状態を確認できる

ように，上部側の加圧板は，透明のものが望ましい。 

b) 加える力を一定の速度で調節でき，造粒粒子が破壊するときの力を測定できるもの。 

c) 一連の試験を通じて，1 秒間当たり 5 cN 1)から 25 cN の間の一定荷重速度で増加する力を加えること

ができるもの。 

d) この力を 1 cN の精度で測定できる手段を備えたもの。 

e) 測定直前に造粒粒子が転がったり動いたりすることがないように，底板及び上部の加圧板を確実に固

定できるもの。 

注記 200 g の目盛を備えた正確で簡単な平皿天びんを測定機器として用い，その上に力を加える装置

を設置することが可能である。 

注 1) 1 cN＝1 019 gf 

5.1.2 自動硬さ測定装置 2) 

±0.4 cN の精度で破壊力を測定でき，次の特徴をもつものとする。 

a) 造粒粒子供給装置から造粒粒子をプレートに自動的に載せる機能をもつもの。 

b) 一定速度で破壊力を加える能力をもつもの。 

c) 制御ユニットは，制御された条件下で造粒粒子を破壊し，その破壊力を測定して結果を保存し，最後

に次のサイクルを開始する前にプレート表面から造粒粒子の破片を除去するという試験サイクルを実

行する機能をもつもの。 
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d) 各試験の終了点を検出する計算方法（アルゴリズム），すなわち、力の減少が最初に起こる前に到達し

た最大力を検出する機能をもつもの。 

e) 指定された数の造粒粒子について，箇条 8 で必要なデータを計算するためのソフトウェアプログラム

をもつもの。 

注 2) 以下の自動硬さ測定装置が市販されている。 

－AS 2100/AS 2000L：株式会社あさひ総研，日本 

－D5230：Jaron Technologies LLC, USA 

－IPHT：HITEC Luxembourg S.A, Luxembourg 

この情報は，利用者の利便性を高めることを目的としたもので，JIS による特定製品の推奨を

意図するものではない。 

5.2 機械式振とう機 自動でふるいを振るうことのできる装置 

5.3 ふるい ISO 565 に適合する目開き 1.0 mm，1.4 mm 及び 1.7 mm のもの。 

5.4 受皿 

5.5 蓋 

5.6 リッフルサンプラー 

5.7 浅い容器 

6 試料の調製 

6.1 A 法（造粒粒子の径 1.0 mm のものを用いる場合） 

試料の調製は，次による。 

a) JIS K 6216-1:2001 の箇条 6.（試料の調製及び保管）に従って，十分な量の試料をリッフルサンプラー

（5.6）に通して約 100 g の試料を採取する。 

b) 試料を目開き 1.0 mm のふるい（5.3）で軽くふるった後，ふるいを逆さにし，網目の上に残った造粒

粒子を除く。網目に詰まった造粒粒子を軽くたたいて落とし，約 50 個，100 個又は 150 個の造粒粒子

を浅い容器（5.7）に採取する。 

c) 採取した造粒粒子の中から，例えば，浅い容器（5.7）を少し傾けて静かに振り，反対の端へ転がし，

球形に最も近い造粒粒子を 20 個，50 個又は 100 個を選ぶ。 

d) 通常は 20 個の造粒粒子を測定に用いるが，より正確な結果を必要とする場合は，関係者間の合意によ

って 50 個又は 100 個の造粒粒子を試験に用いてもよい。 

6.2 B 法（造粒粒子の径 1.4 mm 以上 1.7 mm 未満のものを用いる場合） 

試料の調製は，次による。 

a) JIS K 6216-1:2001 の箇条 6.（試料の調製及び保管）に従って，十分な量の試料をリッフルサンプラー

（5.6）に通して約 100 g の試料を採取する。 

b) ふるい（5.3）は，目開き 1.4 mm 及び 1.7 mm を使用する。受皿（5.4）の上に，1.4 mm のふるい，1.7 
mm のふるいの順序で，ふるいを下から上に積み重ね，機械式振とう機（5.2）に移す。 
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c) 目開き 1.7 mm のふるいに試料を移し，蓋（5.5）をして積み重ねたふるいを造粒粒子が破壊しないよ

うな最小の力で60଴ାଵ଴秒間振とうする。ハンマータイプ構造の振とう機を用いる場合は，ハンマーを使

用しない。 

d) 1.4 mm のふるい上の造粒粒子を約 50 個，100 個又は 150 個を取り出し，浅い容器（5.7）の一方の端

に入れる。この容器を少し傾けて静かに振り，反対の端へ転がし，最も球形に近い造粒粒子を 20 個，

50 個又は 100 個を選ぶ。 

e) 通常は 20 個の造粒粒子を測定に用いるが，より正確な結果を必要とする場合は，受渡当事者間の合意

によって 50 個又は 100 個の造粒粒子を試験に用いる。 

7 試験方法の手順 

7.1 一般 

A 法，B 法共に次に示す手動法又は自動法を選ぶことが可能である。 

7.2 手動法 

a) 6.1（A 法），6.2（B 法）で準備した造粒粒子の中から，1 個の造粒粒子を選び，軟らかいブラシを用い

て手動硬さ測定装置（5.1.1）の加圧板の下にある底板のできるだけ中央に置く。 

b) 注意しながら加圧板を造粒粒子に接触させる。初期の接触の衝撃で破壊することがあるので，軟らか

い造粒粒子を試験する場合は，特に注意が必要である。 

c) 1 秒間当たり，5 cN から 25 cN（望ましくは 15 cN）の間の一定荷重速度で増加する力を加え，造粒粒

子が破壊したときの力を記録する。 

d) 底板及び加圧板を掃除する。 

e) a) から d) の操作を繰り返し，所定の数の造粒粒子を試験する。 

f) 造粒粒子の硬さが記録できないような不明瞭な破壊をした場合には，その測定値を除き，明らかな壊

れ方をした所定の数の造粒粒子の測定値を求める。 

g) 初めに選んだ造粒粒子で不足する場合は，6.1 又は 6.2 それぞれの試料の調製に従って，新たに試料を

採取する。 

7.3 自動法 

自動硬さ測定装置は製造元の指示に従って操作する。所定の数の造粒粒子を全て試験するまで，機械を

動作させ続ける。 

8 試験結果のまとめ方 

試験結果のまとめ方は，次による。 

a) 所定の数の最大値，平均値を造粒粒子の硬さ P（cN）とし，JIS Z 8401 の規則 B に従って小数点以下

1 けたに丸める。 

b) 必要ならば，例えば，最高値 5 個の平均値又は上位 10 %の平均値も算出し，整数に丸めて報告しても

よい。 

9 試験報告書 
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試験報告書には，次の事項を記載する。 

a) 適用規格番号及び発行年 

b) 試験方法（A 法又は B 法） 

c) 使用した試験機（手動又は自動） 

d) ふるい装置の詳細 

e) A 法を使用した場合，造粒粒子を選定するために用いたふるいの目開きサイズ 

f) 試験した造粒粒子の個数 

g) 試験結果（B 法を使用した場合は平均値，A 法を使用した場合は平均値及び最大値） 

h) 必要に応じて，造粒粒子が破壊したときの力の値（箇条 8） 

i) 規定された手順からの逸脱事項の詳細及び結果に影響を及ぼした可能性のあるあらゆる出来事の詳細 

j) 試験実施日 
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附属書 A 
（参考） 

精度 

A.1 精度 

A.1.1 この試験方法の精度は，ISO/TR 9272[1] に従って決定され，用語及びその他の統計の詳細について

は，この文書を参照。 

A.1.2 精度の結果は，予測される精度の推定値を示す。精度パラメータは，特定の材料に適用可能である

ことを示す裏付けとなる文書，この試験方法を含む特定の試験手順などがなければ，材料の受入可否試験

に使用しない方がよい。 

A.1.3 タイプ 1 試験室間試験プログラムが実施された。繰り返し精度再現性及び試験室間再現性は，いず

れも短期間の試験条件を表している。五つの試験室が，それぞれの方法を用いて一つのカーボンブラック

サンプルを異なる日に 3 回試験した（つまり，p＝5，q＝1，n＝3）。試験結果は，1 回の測定で得られた値

である。許容差値は測定されなかった。 

A.1.4 精度計算の結果を表 A.1 に示す。ISO/TR 8942:1988[2] に規定された方法で試験したときに得られ

た結果も，比較のために表に示す。 

この国際規格の方法 B（A 法）を用いた試験には，1.0 mm の造粒粒子サイズを使用した。ISO/TR 8942:1988
を用いた試験には，1.4 mm 以上 1.7 mm 未満の造粒粒子サイズを使用した。 

A.1.5 個々の造粒粒子の硬さのプール値の精度は，次のように表される。 

繰り返し精度再現性：パーセンテージで表される繰り返し精度再現性（r）は 18.1 %となった。二つの単

一試験結果（又は判定）が 18.1 %以上異なる場合は，疑わしいとみなし，何らかの調査措置を講じる必要

がある。 

試験室間再現性：パーセンテージで表される試験室間再現性（R）は 30.9 %となった。別々の試験室で

行われた二つの単一試験結果（又は判定）が 30.9 %以上異なる場合は，疑わしいとみなし，何らかの調査

措置を講じる必要がある。 
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表 A.1－個々の造粒粒子の硬さの精度データ 

試用した試験方法 
Mean 
（cN） 

試験室内 試験室間 
Sr r (r) SR R (R) 

Method B of ISO 8942:2010 
（JIS の A 法） 

14.97 0.958 2.71 18.1 1.636 4.63 30.9 

Method specified in ISO/TR 8942:1988 
（JIS の B 法） 

36.01 2.307 6.53 18.1 5.983 16.93 47.0 

Sr  ：試験室内の標準偏差 
r  ：繰り返し精度再現性（測定単位） 
(r) ：繰り返し精度再現性（パーセンテージ） 
SR ：試験室間の標準偏差 
R  ：試験室間再現性（測定単位） 
(R) ：試験室間再現性（パーセンテージ） 

 

A.2 偏り 

試験方法の用語では，“偏り”とは平均試験値と基準（真の）試験特性値との差のことである。試験特性

の値は試験方法によってだけ定義されるため，したがって，偏りを決定することは不可能である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
参考文献 

[1] ISO/TR 9272，Rubber and rubber products－Determination of precision for test method standards 

[2] ISO/TR 8942:1988，Rubber compounding ingredients－Carbon Black－Determination of individual pellet 
crushing strength 
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附属書 JA 
（参考） 

JIS と対応国際規格との対比表 
 

JIS K 6219-3 ISO 8942：2010（MOD） 

 
a) JIS の箇

条番号 
b) 対応国際

規格の対

応する箇

条番号 

c) 箇条ご

との評

価 

d) JIS と対応国際規格との技術的差異の

内容及び理由 
e) JIS と対応国際規格

との技術的差異に対

する今後の対策 

1 1 変更 JIS では A 法及び B 法を入れ替えた。国内

の利用実態に合わせたためであり，技術的

な差異はない。 

ISO には提案しない。 

1 1 追加 B 法 造粒粒子の径に“以上”及び“未満”

を追加。 

JIS として分かりやすくするための追加で，

技術的な差異はない。 

ISO には提案しない。 

3 3 追加 “JIS K 6200 による”を追加。JIS として分

かりやすくするための追加で，技術的な差

異はない。 

ISO には提案しない。 

5.1.1 a) 6 追加 “透明のものが望ましい”を追加。 

実情に合わせての追加で，技術的な差異は

ない。 

ISO には提案しない。 

6.1 
6.2 

6 変更 JIS では A 法及び B 法を入れ替えた。国内

の利用実態に合わせたためであり，技術的

な差異はない。 

ISO には提案しない。 

6.2 6 追加 “試料の調製は，次による”を追加。 

JIS として分かりやすくするための追加で，

技術的な差異はない。 

ISO には提案しない。 

7.1 6 変更 “A 法，B 法共に次に示す手動法又は自動

法を選ぶことが可能である。”を追加。 

内容が重複する部分があるため，構成を変

更した。 

ISO には提案しない。 

7.2 f) 6 追加 “造粒粒子の硬さが記録できないような不

明瞭な破壊をした場合には，その測定値を

除き，明らかな壊れ方をした所定の数の造

粒粒子の測定値を求める。”を追加。 

実情に合わせての追加で，技術的な差異は

ない。 

ISO 改訂時に提案する。 

7.2 g) 6 追加 “初めに選んだ造粒粒子で不足する場合

は，6.1 又は 6.2 それぞれの試料の調製に従

って，新たに試料を採取する。”を追加。 

実情に合わせての追加で，技術的な差異は

ない。 

ISO 改訂時に提案する。 

8 a) 6 追加 “JIS Z 8401 の規則 B に従って”を追加。 

JIS として分かりやすくするための追加で，

技術的な差異はない。 

ISO には提案しない。 

8 b) 6 追加 “必要ならば”を追加。 

実情に合わせての追加で，技術的な差異は

ない。 

ISO には提案しない。 
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注記 1 箇条ごとの評価欄の用語の意味を，次に示す。 
－ 追加：対応国際規格にない規定項目又は規定内容を追加している。 
－ 変更：対応国際規格の規定内容又は構成を変更している。 

注記 2 JIS と対応国際規格との対応の程度の全体評価の記号の意味を，次に示す。 
－ MOD：対応国際規格を修正している。 

 




